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本
修
士
論
文
（
以
下
、
本
論
文
）
は
、
京
都
・
大
阪
方
言
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
、

現
代
に
お
け
る
運
用
の
状
況
や
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
研
究
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

京
都
・
大
阪
方
言
の
ハ
ル
は
、
話
し
相
手
待
遇
で
は
尊
敬
語
と
し
て
機
能
す
る
が
、

特
に
京
都
市
方
言
で
、
第
三
者
待
遇
で
は
幅
広
い
動
作
の
主
体
を
待
遇
で
き
る
。
た
と

え
ば
、「
猫
が
歩
い
た
は
る
」
な
ど
と
い
え
る
。
全
国
的
な
方
言
衰
退
現
象
の
な
か
で
、

こ
の
ハ
ル
に
変
容
や
共
通
語
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
確
か
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
京
都
・
大
阪
方
言
に
お
け
る
ハ
ル
を
中
心
と
し
た
待
遇
表
現
を

研
究
対
象
と
し
た
。

　

続
い
て
、
第
二
章
で
は
先
行
研
究
を
検
討
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
泥
棒
、
動
物
、
身
内
な
ど
、
共
通
語
の
尊
敬
語
の
対
象
に
な
ら
な
い
も

の
に
対
す
る
第
三
者
待
遇
で
の
ハ
ル
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。「
親
愛
語
用
法
」（
岸
江
信

介
（
一
九
九
八
）「
京
阪
方
言
に
お
け
る
親
愛
表
現
構
造
の
枠
組
み
」
国
立
国
語
研
究

所
編
『
日
本
語
科
学
』
三　

二
三
‐
四
六
頁　

国
書
刊
行
会
）
や
「
三
人
称
指
標
機
能
」

（
辻
加
代
子
（
二
〇
〇
一
）「
京
都
市
方
言
・
女
性
話
者
の
「
ハ
ル
敬
語
」
│
自
然
談
話

資
料
を
用
い
た
事
例
研
究
│
」
国
立
国
語
研
究
所
編
『
日
本
語
科
学
』
一
〇　

五
六
‐

七
九
頁　

国
書
刊
行
会
）
な
ど
、
理
論
的
説
明
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
は
ま
だ

十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
近
畿
方
言
で
は
、
第
三
者
待
遇
で
待
遇
表
現
を
多
用
す

る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
宮
治
弘
明
（
一
九
八
七
）「
近
畿
方
言
に
お
け
る
待
遇

表
現
運
用
上
の
一
特
質
」『
国
語
学
』
一
五
一　

三
八
‐
五
六
頁　

日
本
語
学
会
）
が
、

こ
の
現
象
は
特
に
女
性
に
顕
著
な
た
め
、
ハ
ル
の
研
究
も
女
性
話
者
に
注
目
し
た
も
の

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
女
性
話
者
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
男
性
話
者

に
つ
い
て
も
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
尊
敬
語
と
し
て
の
ハ
ル
が
共
通
語
の
敬
語
と
い
か
に
使
い
分
け
ら
れ
、
ど
の

程
度
の
待
遇
度
を
表
す
の
か
と
い
う
点
も
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

大
阪
方
言
の
ヤ
ル
に
つ
い
て
は
、
運
用
の
仕
方
に
変
化
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
加

え
、
形
式
そ
の
も
の
の
衰
退
が
み
ら
れ
な
い
か
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

上
記
の
課
題
を
ふ
ま
え
、
行
な
っ
た
調
査
の
概
要
を
第
三
章
で
述
べ
た
。

　

調
査
対
象
地
域
は
、
京
都
府
京
都
市
、
大
阪
府
大
阪
市
、
枚
方
市
、
堺
市
と
し
た
。

大
阪
方
言
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ル
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

　

京
都
市
方
言
話
者
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
で
言
語
形
成
期
を
過
ご
し
た
話
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
な
っ
た
。
一
〇
代
女
性
一
名
、
二
〇
代
女
性
七
名
、
二
〇
代
男
性

三
名
、
五
〇
代
女
性
二
名
、
五
〇
代
男
性
二
名
、
六
〇
代
女
性
一
名
の
一
六
名
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
市
上
京
区
の
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
有
効

回
答
は
、
男
子
四
〇
名
、
女
子
四
〇
名
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
市
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
二
〇
代
女
性
三
名
、
二
〇
代
男
性
二

名
、
五
〇
代
女
性
二
名
、
七
〇
代
女
性
一
名
に
対
し
て
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
市

以
外
の
若
年
層
の
現
状
も
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
枚
方
市
・
堺
市
の
小
学
校
で
も
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

続
く
第
四
章
で
は
、
京
都
市
方
言
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。

　

ハ
ル
の
語
形
に
つ
い
て
は
、
中
井
精
一
（
一
九
九
二
）（「
関
西
共
通
語
化
の
現
状
│

大
阪
型
待
遇
表
現
形
式
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
阪
大
日
本
語
研
究
』
四　

一
七
‐

三
二
頁　

大
阪
大
学
文
学
部
日
本
学
科
（
言
語
系
））
で
京
都
型
と
さ
れ
た
も
の
を
従

来
の
形
と
考
え
た
。
こ
れ
は
、
五
段
動
詞
、
カ
変
動
詞
、
サ
変
動
詞
へ
の
接
続
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
イ
カ
ハ
ル
、
キ
ヤ
ハ
ル
・
キ
ャ
ハ
ル
、
シ
ヤ
ハ
ル
・
シ
ャ
ハ
ル
と
な
り
、
テ

京
都
・
大
阪
方
言
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
変
容

石　
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孝　
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イ
ル
形
が
タ
ハ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
一
〇
代
・
二
〇
代
は
、
イ
カ

ハ
ル
、
キ
ハ
ル
、
シ
ハ
ル
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
高
校
生
の
結
果
で
は
、

キ
ャ
ハ
ル
も
し
く
は
キ
ヤ
ハ
ル
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
シ
ャ
ハ
ル
も
し
く
は

シ
ヤ
ハ
ル
も
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
テ
イ
ル
形
に
つ
い
て
は
、

ど
の
世
代
で
も
タ
ハ
ル
が
あ
る
程
度
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
テ
ハ
ル
も
同
程
度
み
ら
れ

た
。
キ
ハ
ル
、
シ
ハ
ル
、
テ
ハ
ル
を
使
う
の
は
、
中
井
精
一
（
一
九
九
二
）
に
よ
る
と

大
阪
型
で
あ
り
、
京
都
市
の
若
年
層
に
お
い
て
、
五
段
動
詞
の
接
続
以
外
で
は
大
阪
型

と
同
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
近
畿
地
方
に
お
け
る
大
阪
方
言
の
地
方
共
通

語
化
が
、
ハ
ル
に
つ
い
て
も
い
え
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
話
し
相
手
待
遇
の
目
上
に
対
し
て
の
ハ
ル
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
で
は
、
男

女
と
も
親
し
い
先
輩
に
は
使
え
る
が
、
高
い
待
遇
と
な
る
と
、
女
性
で
は
あ
る
程
度
使

う
話
者
が
い
る
一
方
、
男
性
は
使
わ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

レ
ル
・
ラ
レ
ル
に
つ
い
て
は
、
男
女
各
世
代
と
も
、
話
し
相
手
か
つ
動
作
主
が
目
上

の
人
物
で
あ
る
場
合
に
使
わ
れ
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
動
作
主
（
話
題
の
第
三
者
）
が

目
上
で
な
い
場
合
も
聞
き
手
が
目
上
な
ら
使
わ
れ
や
す
く
、
一
方
で
、
友
達
と
話
す
と

き
に
は
動
作
主
（
話
題
の
第
三
者
）
が
目
上
で
も
使
わ
れ
に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

対
照
的
に
、
ハ
ル
は
、
話
し
相
手
と
し
て
の
校
長
先
生
を
待
遇
す
る
と
き
よ
り
も
、
第

三
者
と
し
て
の
校
長
先
生
を
待
遇
す
る
と
き
の
ほ
う
が
、
聞
き
手
に
関
係
な
く
よ
く
使

わ
れ
て
い
る
。

　

井
上
史
雄
（
一
九
八
一
）（「
敬
語
の
地
理
学
」『
國
文
學
│
解
釈
と
教
材
の
研
究
│　

一
月
臨
時
増
刊
号　

敬
語
の
手
帖
』
二
六
‐
二　

三
九
‐
四
七
頁　

学
燈
社
）
は
、
尊

敬
語
や
謙
譲
語
を
目
上
の
人
が
目
の
前
に
い
な
い
と
き
に
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
と
い
う
、

丁
寧
語
に
近
い
発
動
の
仕
方
を
「
敬
語
体
系
全
体
の
丁
寧
語
化
」
と
呼
び
、
全
国
的
に

み
ら
れ
る
と
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
京
都
市
に
お
い
て
も
共
通
語
形
の
レ
ル
・
ラ

レ
ル
が
こ
の
「
丁
寧
語
化
」
に
あ
て
は
ま
る
運
用
の
仕
方
で
使
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ハ
ル
の
運
用
の
仕
方
に
は
影
響
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
話
し
相
手
待
遇
の
レ
ル
・
ラ
レ
ル
と
ハ
ル
の
使
用
や
、
自
分
が
使
わ
れ
た
と

き
に
ど
う
感
じ
る
か
と
い
う
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
、
特
に
若
年
層
で
は
、
レ

ル
・
ラ
レ
ル
が
非
常
に
目
上
の
人
物
に
使
う
尊
敬
語
で
、
か
つ
聞
き
手
も
目
上
で
あ
る

と
き
に
使
う
表
現
と
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ル
と
の
す
み
わ
け
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

複
数
の
話
者
か
ら
聞
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
親
し
み
」
と
敬
意
を
同
時
に
表
す

ハ
ル
と
、
共
通
語
の
敬
語
と
の
違
い
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

目
上
の
人
物
に
対
す
る
待
遇
表
現
は
、
レ
ル
・
ラ
レ
ル
と
ハ
ル
の
使
用
場
面
や
役
割

の
違
い
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
点
で
変
容
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
レ
ル
・
ラ
レ

ル
の
使
用
条
件
の
「
丁
寧
語
化
」
は
、
第
三
者
待
遇
で
待
遇
表
現
を
多
用
す
る
と
い
う

体
系
全
体
に
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
ら
ず
、
ハ
ル
と
レ
ル
・
ラ
レ
ル
の
す
み
わ
け
も
あ

る
点
を
考
え
れ
ば
、
ハ
ル
は
今
後
も
生
き
残
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
章
で
は
、
調
査
を
ふ
ま
え
、
ハ
ル
の
機
能
に
つ
い
て
の
理
論
的
説
明
も
試
み
た
。

第
三
者
の
動
物
、
父
親
、
知
ら
な
い
人
、
目
下
の
人
物
な
ど
を
待
遇
す
る
ハ
ル
は
、
尊

敬
語
の
ハ
ル
の
拡
張
と
し
て
、「
低
め
な
い
」
と
い
う
機
能
が
あ
る
と
説
明
で
き
る
と

考
え
る
。
第
三
者
の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
知
ら
な
い
人
に
対
す
る
ハ
ル
は
、
尊
敬
語
と
は

か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
第
三
者
の
目
下
に
ハ
ル
を
使
わ
な
い
傾

向
の
高
校
生
男
子
が
、
第
三
者
の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
人
に
は
半
数
以
上
が
使
う
と
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
ハ
ル
を
尊
敬
語
と
捉
え
る
意
識
が
強
く
、
ポ
イ
捨
て
を
し
た
人
で
あ
っ
て

も
知
ら
な
い
大
人
で
あ
る
か
ら
「
低
め
な
い
」
た
め
に
ハ
ル
を
用
い
る
の
だ
と
説
明
で

き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
動
物
、
父
親
に
対
す
る
ハ
ル
は
、
調
査
の
回
答
か
ら
、「
親

し
み
」
や
「
距
離
を
置
く
」
と
い
う
意
識
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ

ら
の
意
味
合
い
は
尊
敬
語
の
ハ
ル
の
性
格
と
繋
が
る
部
分
が
あ
る
。

　

次
に
、
第
五
章
で
大
阪
方
言
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

ハ
ル
の
語
形
に
つ
い
て
は
、
中
井
精
一
（
一
九
九
二
）
な
ど
か
ら
、
大
阪
方
言
で
は
、

従
来
、
五
段
動
詞
に
は
イ
段
で
接
続
し
、
五
段
動
詞
以
外
に
は
連
用
形
に
ハ
ル
で
接
続
、

テ
イ
ル
形
は
テ
ハ
ル
の
形
を
と
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
阪
市
に
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お
け
る
調
査
結
果
か
ら
、
先
行
研
究
で
大
阪
型
と
さ
れ
て
い
た
キ
ハ
ル
、
シ
ハ
ル
、
テ

ハ
ル
が
世
代
に
関
わ
ら
ず
使
わ
れ
て
い
る
が
、
五
段
動
詞
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
を
含

め
て
ア
段
接
続
（
イ
カ
ハ
ル
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
。
古
く
は
大
阪
で
も
使
わ
れ
た
ア
段

接
続
が
残
存
し
て
い
る
の
か
、
京
都
か
ら
ま
た
近
年
流
入
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
京
都
の
イ
カ
ハ
ル
に
対
し
て
大
阪
は
イ
キ
ハ
ル
で
あ
る
、
と
は
単
純
に
い
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

大
阪
市
に
お
け
る
ハ
ル
は
、
話
者
に
よ
っ
て
も
分
か
れ
る
が
、
高
い
待
遇
を
表
わ
せ

な
い
場
合
が
あ
り
、
お
お
む
ね
レ
ル
・
ラ
レ
ル
が
そ
れ
に
代
わ
る
高
い
待
遇
を
表
す
。

ま
た
、
京
都
市
と
同
様
、
ハ
ル
に
つ
い
て
「
親
し
み
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
複
数
の
二

〇
代
話
者
か
ら
得
ら
れ
た
。

　

話
し
相
手
待
遇
で
非
常
に
目
上
の
人
物
に
ハ
ル
を
使
っ
て
い
な
い
話
者
は
、
第
三
者

待
遇
で
は
使
う
場
合
が
多
か
っ
た
。
第
三
者
待
遇
で
待
遇
表
現
を
多
用
す
る
近
畿
方
言

の
特
徴
か
ら
、
第
三
者
待
遇
に
な
っ
た
と
き
に
、
方
言
形
の
ハ
ル
が
選
択
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
ケ
ガ
を
し
た
知
ら
な
い
大
人
の
男
性
を
話
題
の
第
三
者
と
し
て
待
遇
す
る
場
合
」

に
ハ
ル
を
使
う
か
と
い
う
質
問
で
は
、
大
阪
市
の
二
〇
・
三
〇
代
、
五
〇
代
、
七
〇
代

い
ず
れ
も
使
う
と
回
答
し
て
い
る
。し
か
し
ケ
ガ
を
し
た
の
が
中
学
生
の
場
合
や
、「
ポ

イ
捨
て
を
し
た
大
人
の
男
性
」
の
場
合
は
、
二
〇
・
三
〇
代
全
員
が
使
わ
な
い
と
い
う
。

ケ
ガ
を
し
た
大
人
の
男
性
に
は
第
三
者
の
ハ
ル
を
使
い
、
中
学
生
に
は
使
わ
な
い
こ
と

か
ら
、
若
年
層
で
は
第
三
者
で
も
あ
く
ま
で
尊
敬
語
の
ハ
ル
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
知
ら
な
い
大
人
の
男
性
は
、
レ
ル
・
ラ
レ
ル
で
高
め
る
対
象
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
中
学
生
に
比
べ
れ
ば
、
ハ
ル
に
よ
っ
て
「
低
め
な
い
」
待
遇
を

す
べ
き
対
象
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

枚
方
市
・
堺
市
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
の
調
査
か
ら
、「
ケ
ガ
を
し
た
知
ら
な
い

大
人
の
男
性
」
に
対
す
る
ハ
ル
を
使
う
話
者
は
約
一
割
い
た
が
、
使
わ
な
い
人
が
多
数

派
で
あ
っ
た
。

　

動
物
や
父
親
は
、
共
通
語
の
尊
敬
語
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は

大
阪
市
で
も
、
枚
方
市
・
堺
市
で
も
、
第
三
者
待
遇
の
ハ
ル
が
使
わ
れ
な
い
。
大
阪
方

言
で
は
、
第
三
者
待
遇
の
ハ
ル
に
つ
い
て
、
京
都
方
言
よ
り
も
純
粋
な
尊
敬
語
と
し
て

の
意
識
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ヤ
ル
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
で
は
ゆ
る
や
か
に
勢
力
を
失
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

二
〇
代
で
も
使
用
例
が
あ
り
、
二
〇
代
、
五
〇
代
、
七
〇
代
い
ず
れ
も
、
第
三
者
待
遇

で
同
輩
や
目
下
に
使
う
と
い
う
従
来
の
用
法
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
内
容
を
、
第
六
章
で
ま
と
め
た
。
世
代
間
で
傾
向
を
比
べ
る
に
は
調
査
が
不

十
分
な
こ
と
な
ど
、
課
題
も
残
っ
た
が
、
ハ
ル
と
共
通
語
形
レ
ル
・
ラ
レ
ル
の
す
み
わ

け
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、
京
都
・
大
阪
方
言
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
変
容
の
一

端
を
、
本
論
文
は
明
ら
か
に
し
た
。


